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調
査
地�

　
和
歌
山
県
高
野
町
ほ
か�

調
査
項
目�

　
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
い
て�

調
査
地
の
概
要�

　
高
野
町
は
和
歌
山
県
北
部

に
あ
る
、
弘
法
大
師
が
山
岳

密
教
と
し
て
開
い
た
地
で
あ

り
、
百
年
前
ま
で
は
女
人
禁

制
の
宗
教
の
ま
ち
で
あ
っ
た
。�

　
ま
ち
は
、
高
野
山
山
頂
の

平
坦
地
に
作
ら
れ
て
お
り
、

宗
教
と
観
光
文
化
都
市
と
し

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

町
の
狭
い
土
地
も
金
剛
峰
寺

（
こ
ん
ご
う
ぶ
じ
）
の
領
地

と
な
っ
て
お
り
、
役
場
も
寺

か
ら
の
借
地
で
あ
っ
た
。
平

成
の
合
併
は
住
民
投
票
の
結

果
、
合
併
し
な
か
っ
た
。�

調
査
の
ま
と
め�

①
ま
ち
に
は
観
光
客
も
多
く

　
活
気
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

　
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が

　
か
か
ら
ず
、
町
単
独
で
消

　
防
署
、
病
院
を
運
営
し
て

　
お
り
財
政
状
況
が
相
当
悪

　
い
。�

②
平
成
二
十
年
度
に
は
、
基

　
金
残
高
が
ゼ
ロ
と
な
り
、

　
赤
字
額
は
二
十
一
年
度
三

　
億
一
千
万
円
、
二
十
二
年

　
度
二
億
九
千
万
円
と
推
計

　
さ
れ
、
財
政
再
建
団
体
に

　
転
落
す
る
と
予
測
さ
れ
て

　
い
た
。�

③
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に

　
見
込
ま
れ
る
約
六
億
円
の

　
財
源
不
足
を
解
消
す
る
た

　
め
、
緊
急
対
策
と
中
期
的

　
対
策
を
各
年
度
の
目
標
額

　
を
定
め
て
取
組
ま
れ
て
い

　
た
。�

④
携
帯
電
話
の
ｉ
モ
ー
ド
を

　
利
用
し
て
、
町
の
情
報
が

　
低
コ
ス
ト
で
何
時
で
も
、

　
何
処
で
も
、
誰
で
も
簡
単

　
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
シ

　
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
。

　
し
か
し
、
加
入
者
が
人
口

　
四
千
百
人
の
う
ち
四
百
五

　
十
人
と
少
な
か
っ
た
が
、

　
十
万
円
ほ
ど
の
経
費
で
実

　
施
で
き
る
な
ら
学
校
・
保

　
育
所
か
ら
保
護
者
へ
の
連

　
絡
な
ど
使
い
方
に
よ
っ
て

　
は
、
有
効
な
手
段
と
考
え

　
ら
れ
る
。�

⑤
疲
弊
し
た
地
方
の
小
規
模

　
自
治
体
は
全
国
至
る
と
こ

　
ろ
に
存
在
し
て
お
り
、
国

　
の
政
策
の
転
換
が
必
要
で

　
あ
る
が
、
責
任
を
転
嫁
す

　
べ
き
で
は
無
い
。�

　
本
町
も
一
層
の
行
財
政
改

　
革
を
断
行
し
、
借
金
体
質

　
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
ら

　
な
い
。�

調
査
地�

　
佐
賀
県
太
良
町�

調
査
項
目�

　
特
産
品
の
開
発
、
販
売
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
つ

い
て�

調
査
地
の
概
要�

　
佐
賀
県
の
西
南
端
に
位
置

し
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
多

良
岳
を
頂
点
と
し
て
有
明
海

に
扇
状
に
広
が
っ
て
い
る
。

人
口
一
万
七
百
人
、
面
積
七

十
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

平
成
の
合
併
は
し
な
か
っ
た
。�

調
査
の
ま
と
め�

①
気
候
が
温
暖
で
み
か
ん
、

　
畜
産
、
野
菜
、
花
卉
栽
培

　
が
盛
ん
で
あ
る
。
又
、
有

　
明
海
の
あ
さ
り
、
カ
ニ
、

　
海
藻
、
豊
富
な
魚
種
な
ど

　
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
第

　
一
次
産
業
従
事
者
が
二
千

　
人(

三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト)

　
と
多
い
。�

②
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
り
六

　
メ
ー
ト
ル
も
の
干
満
の
差

　
を
生
み
、
有
明
海
に
広
大

　
な
干
潟
を
生
み
出
し
て
お

　
り
、
「
月
の
引
力
が
見
え

　
る
ま
ち
」
と
標
榜
し
て
い

　
る
。�

③
特
産
品
販
売
施
設
「
た
ら

　
ふ
く
館
」
は
町
が
建
設
し
、

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
し
て

　
お
り
生
産
者
会
員
数
二
百

　
人
で
、
道
の
駅
と
し
て
観

　
光
案
内
、
地
域
情
報
の
提

　
供
を
行
っ
て
い
る
。
行
政

　
は
運
営
に
は
口
出
し
せ
ず
、

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
自
主
性
に

　
ま
か
せ
て
い
る
。
十
八
年

　
度
の
販
売
実
績
は
一
億
七

　
千
万
円
、
来
客
数
十
四
万

　
人
で
約
八
割
は
地
元
生
産

　
者
会
員
の
産
品
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

　
し
て
町
内
産
の
み
か
ん
、

　
の
り
、
牡
蠣
な
ど
の
地
方

　
発
送
も
積
極
的
に
行
っ
て

　
い
る
。�

④
本
町
に
も
大
山
ガ
ー
デ
ン

　
プ
レ
イ
ス
、
大
山
望
な
ど

　
の
地
域
産
品
の
販
売
施
設

　
が
あ
り
、
独
立
採
算
で
の

　
運
営
が
難
し
い
状
況
で
あ

　
り
、
生
産
者
会
員
の
拡
大

　
と
、
地
域
特
産
品
、
加
工

　
品
な
ど
の
開
発
を
行
わ
な

　
け
れ
ば
町
の
財
政
負
担
が

　
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。�

⑤
町
単
独
で
リ
サ
イ
ク
ル
プ

　
ラ
ザ
（
中
間
処
理
施
設
）

　
を
有
し
、
指
定
管
理
に
よ

　
り
運
営
し
て
い
る
。
特
に

　
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
を
収

　
集
し
固
形
石
鹸
に
再
生
し
、

　
廃
油
持
ち
込
み
者
に
無
料

　
で
配
布
し
て
い
る
。
又
、

　
ガ
ラ
ス
類
、
不
燃
物
は
破

　
砕
分
別
を
行
い
、
広
域
の

　
最
終
処
分
場
で
処
理
し
て

　
い
る
。�

○
農
業
問
題
に
つ
い
て�

　
都
市
と
農
村
と
の
格
差
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り
農
業
問
題
に
つ
い
て
取
組

み
振
興
策
を
考
え
る
事
は
重
要
で
あ
る
。

関
係
課
か
ら
計
画
を
聞
き
、
分
科
会

に
委
託
し
そ
の
後
全
体
で
検
討
す
る
。�

�

○
常
任
委
員
会
の�

　
　
　
調
査
活
動
に
つ
い
て�

　
財
政
的
な
面
や
、
よ
り
成
果
が
あ

が
る
調
査
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。�

�

○
議
員
定
数
に
つ
い
て�

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
定
数
見

直
し
に
つ
い
て
全
体
で
討
論
し
て
行
く
。�

地方分権改革地方分権改革�
　推進特別委員会報告　推進特別委員会報告�
地方分権改革�
　推進特別委員会報告�

西郷一義議長�

中国地区町村議会議長会長�
鳥取県町村議会議長会長�

就
任
い
た
し
ま
し
た�


